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No 頁 行 誤 正（赤字訂正） 

1 P.20 式(2.21)の

下の文 

が得られる．これを部分積分法と

よぶ． 

が得られる．これを部分積分法と

よぶ．なお，以下の不定積分の計

算において積分定数を省略する． 

2 P.21 第 2・1・9

項「有利関

数の積分」

の「例 2.9」 

∫
𝑥∞ + 𝑎𝑥

𝑥(𝑥∞ − 𝑥)

∞

0

𝑑𝑥 

= ∫ (
1

𝑥
+

1 + 𝑎

𝑥∞ − 𝑥
)

∞

0

𝑑𝑥 

= log𝑥 + (1 + 𝑎) log(𝑥∞ − 𝑥) 

= log𝑥(𝑥∞ − 𝑥)1+𝑎 

∫
𝑥∞ + 𝑎𝑥

𝑥(𝑥∞ − 𝑥)

∞

0

𝑑𝑥 

= ∫ (
1

𝑥
+

1 + 𝑎

𝑥∞ − 𝑥
)

∞

0

𝑑𝑥 

= log|𝑥| − (1 + 𝑎) log|𝑥∞ − 𝑥| 

3 P.21 第 2・1・11

項「広義積

分」の文 

このマクスウェル分布から運動量

の平均値等を求めるためには，

∫ 𝑒−𝐵𝑥2
𝑑𝑥を−∞からを∞まで積分

する必要がある． 

このマクスウェル分布から運動量

の平均値等を求めるためには，

∫𝐴𝑒−𝐵𝑥2
𝑑𝑥を−∞からを∞まで積

分する必要がある． 

4 P.22 第 2・1・11

項「広義積

分」の「例

2.11」 

∫ 𝑒−𝑥
∞

0

𝑑𝑥 = lim
𝑎→∞

∫ 𝑒−𝑥
𝑎

0

𝑑𝑥 

= lim
𝑎→∞

[−𝑒−𝑥]1
𝑎 = lim

𝑎→∞
(−

1

𝑒𝑎
+

1

𝑒
) 

=
1

𝑒
 

∫ 𝑒−𝑥
∞

0

𝑑𝑥 = lim
𝑎→∞

∫ 𝑒−𝑥
𝑎

0

𝑑𝑥 

= lim
𝑎→∞

[−𝑒−𝑥]0
𝑎 = lim

𝑎→∞
(−

1

𝑒𝑎
+ 1) 

= 1 

5 P.22 第 2・1・12

項「極座標」

の「例 2.13」 

𝑆 =
1

2
∫ {𝑎(1 + cos𝜃)}2

𝜋 2⁄

0

𝑑𝜃 

=
𝑎2

2
∫ {1 + 2 cos𝜃

𝜋 2⁄

0

+
1

2
(1

+ cos2𝜃)}𝑑𝜃 

=
𝑎2

2
[
3

2
𝜃 + 2 sin 𝜃 +

1

4
sin 2𝜃]

0

𝜋 2⁄

 

= 𝑎2 (
3

8
π + 2) 

𝑆 =
1

2
∫ {𝑎(1 + cos𝜃)}2

𝜋 2⁄

0

𝑑𝜃 

=
𝑎2

2
∫ {1 + 2 cos𝜃

𝜋 2⁄

0

+
1

2
(1

+ cos2𝜃)}𝑑𝜃 

=
𝑎2

2
[
3

2
𝜃 + 2 sin 𝜃 +

1

4
sin 2𝜃]

0

𝜋 2⁄

 

= 𝑎2 (
3

8
π + 1) 



No 頁 行 誤 正（赤字訂正） 

6 P.25 直交行列の

注釈 

注）式(2.25)の直交行列 

  𝐴 = [𝒂1, 𝒂1,⋯ , 𝒂𝑛] 

の列ベクトル 

  {𝒂1, 𝒂1,⋯ , 𝒂𝑛} 

は，… 

注）式(2.25)の直交行列 

𝐴 = [𝒂1, 𝒂2,⋯ , 𝒂𝑛] 

の列ベクトル 

 𝒂𝑘 = {𝑎1𝑘 , 𝑎2𝑘 ,⋯ , 𝑎𝑛𝑘} 

は，… 

7 P.36 第 2・2・7 項

「ラプラス

の展開定理」

の「例 2.29」 

= 𝑎21(−1)(2+1) |
𝑎11 𝑎13

𝑎32 𝑎33
|

+ 𝑎22(−1)(2+2) |
𝑎11 𝑎13

𝑎32 𝑎33
|

+ 𝑎23(−1)(2+3) |
𝑎11 𝑎13

𝑎31 𝑎33
| 

= 𝑎21(−1)(2+1) |
𝑎11 𝑎13

𝑎32 𝑎33
|

+ 𝑎22(−1)(2+2) |
𝑎11 𝑎13

𝑎31 𝑎33
|

+ 𝑎23(−1)(2+3) |
𝑎11 𝑎13

𝑎31 𝑎33
| 

8 P.37 第 2・2・7 項

「ラプラス

の展開定理」

の「例 2.30」 

= 𝑎11(−1)(2+1) |
𝑎11 𝑎13

𝑎22 𝑎23
|

+ 𝑎12(−1)(2+2) |
𝑎11 𝑎13

𝑎22 𝑎23
|

+ 𝑎13(−1)(2+3) |
𝑎11 𝑎13

𝑎21 𝑎22
| 

= 𝑎11(−1)(2+1) |
𝑎11 𝑎13

𝑎32 𝑎33
|

+ 𝑎12(−1)(2+2) |
𝑎11 𝑎13

𝑎31 𝑎33
|

+ 𝑎13(−1)(2+3) |
𝑎11 𝑎13

𝑎31 𝑎32
| 

9 P.48 第 3・1・2 項

「偏微分」の

式(3.27) 

𝜕

𝜕𝑥

𝜕𝑓(𝑥, 𝑦)

𝑔(𝑥, 𝑦)

=

𝜕𝑓(𝑥, 𝑦)
𝜕𝑥

𝑔(𝑥, 𝑦) − 𝑓(𝑥, 𝑦)
𝜕𝑓(𝑥, 𝑦)

𝜕𝑥
𝑔(𝑥, 𝑦)2

 

𝜕

𝜕𝑥

𝜕𝑓(𝑥, 𝑦)

𝑔(𝑥, 𝑦)

=

𝜕𝑓(𝑥, 𝑦)
𝜕𝑥

𝑔(𝑥, 𝑦) − 𝑓(𝑥, 𝑦)
𝜕𝑔(𝑥, 𝑦)

𝜕𝑥
𝑔(𝑥, 𝑦)2

 

10 P.57 第 3・2・3 項

「接平面と

法線ベクト

ル」の文 

… 式 (3.66) は 𝑃𝑄⃗⃗⃗⃗  ⃗ と ベ ク ト ル

[
𝜕𝑓

𝜕𝑥
  
𝜕𝑓

𝜕𝑥
 − 1]

𝑇
との内積… 

… 式 (3.66) は 𝑃𝑄⃗⃗⃗⃗  ⃗ と ベ ク ト ル

[
𝜕𝑓

𝜕𝑥
  

𝜕𝑓

𝜕𝑦
 − 1]

𝑇
との内積… 

11 P.64 第 3・3・2 項

「積分変数

の変換」の

「例 3.14」 

…積分範囲は 0 < 𝑟 < 𝑅, 0 < 𝜃 <

2𝜋 となる．… 

…積分範囲は 0 ≤ 𝑟 ≤ 𝑅, 0 ≤ 𝜃 ≤

2𝜋 となる．… 

12 P.71 式 (3.128)の

次の式番号 

これを用いて式(3.127)を変形する

と 

… 

=
1

2
√|𝒂|2|𝒃|2 − (𝒂, 𝒃)2      (0.1) 

これを用いて式(3.127)を変形する

と 

… 

=
1

2
√|𝒂|2|𝒃|2 − (𝒂, 𝒃)2    (3.129) 



No 頁 行 誤 正（赤字訂正） 

13 P.74 第 3・6・1 項

「ラグラン

ジュの未定

乗数法」の式

(3.144) 

{

𝑦 − 𝜆 = 0
𝑥 − 𝜆 = 0

𝑥 + 𝑦 − 1 = 0
   

となる．したがって，これを解い

て，𝑥 = 𝑦 = 𝜆 =
1

2
となり，… 

{

𝑦 + 𝜆 = 0
𝑥 + 𝜆 = 0

𝑥 + 𝑦 − 1 = 0
  

となる．したがって，これを解い

て，𝑥 = 𝑦 = −𝜆 =
1

2
となり，… 

14 P.77 

P.78 

第 3・6・2 項

「陰関数定

理」の「例

3.22」 

が得らえる．これらを解くと，𝑥 =

14±2√70

21
，𝑦 =

−7∓8√70

42
，𝑧 =

35±4√70

84

となり，極大・極小値は
15±4√70

12
 （複

号同順）である． 

が得らえる．これらを解くと，

𝑥 =
7±2√70

42
，𝑦 =

7∓4√70

42
，𝑧 =

14±√70

42
となり，極大・極小値は

2±√70

6
 （複号同順）である． 
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